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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月15日(2009.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される所定の遊技領域と、
　前記遊技領域内において設けられ、上下に並設された上入賞部及び下入賞部を具備し、
当該各入賞部からそれぞれ遊技球が入球可能な特定入賞手段とを備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入球に基づき所定の遊技価値を付与可能な遊技機であっ
て、
　前記上入賞部は、常時、入球可能に構成され、
　前記下入賞部は、所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入球不能となる閉塞位置と、
遊技球が入球可能となる開放位置との間で、遊技機奥行方向に延びる軸線を軸心として回
動変位可能に設けられた左右一対の開閉部材を備えてなる可変入賞部であり、前記所定入
球条件が成立していない場合において前記開閉部材の前記開放位置への変位を不能化する
ための変位不能化手段を備え、前記開閉部材が前記閉塞位置にある場合においては、前記
開閉部材の先端部と前記上入賞部との間を遊技球が通過不能となるように構成され、
　前記遊技機は、
　前記上入賞部への遊技球の入球に基づき、当該上入賞部に対応して設定された第１遊技
価値の付与を行うための第１遊技価値付与手段と、前記下入賞部への遊技球の入球に基づ
き、前記下入賞部に対応して設定された前記第１遊技価値より多い第２遊技価値の付与を
行うための第２遊技価値付与手段と、前記上入賞部から入球する遊技球を所定位置まで案
内する第１案内流路と、前記下入賞部から入球する遊技球を所定位置まで案内する第２案
内流路と、前記開閉部材を駆動する駆動手段とを備え、
　前記第１案内流路は、前記上入賞部から遊技球が入球した後に当該遊技球を遊技機奥行
方向に転動可能な第１奥行流路を有すると共に、前記第２案内流路は、前記下入賞部から
遊技球が入球した後に当該遊技球を遊技機奥行方向に転動可能な第２奥行流路を有し、
　前記駆動手段は、前記第１奥行流路の下側、かつ、前記第２奥行流路の上側に位置する
ように設けられ、
　前記第１案内流路は、前記駆動手段を遊技機左右方向に避けて遊技球を案内するように
構成されており、
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　前記第１案内流路は、前記第１奥行流路を転動した遊技球の転動方向を遊技機左右方向
に変更可能な第１変更部を有すると共に、前記第２案内流路は、前記第２奥行流路を転動
した遊技球の転動方向を遊技機上下方向に変更可能な第２変更部を有し、
　前記第１変更部は、前記第２変更部の上側に位置するように設けられていることを特徴
とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技機は、パチンコ機であることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】遊技機
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機等の遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、遊技機の一種として、所定の遊技領域を有する遊技盤を備えたパチンコ機が知
られている。遊技盤には、可変入賞装置、作動チャッカー、可変表示装置等が配設されて
いる。そして、作動チャッカーへの遊技球の入賞に起因して、例えば、表示装置において
図柄が変動表示される変動状態といった遊技状態が導出される。このようなパチンコ機で
は、作動チャッカー等への遊技球の入賞に基づき、所定の遊技価値が付与される。また、
作動チャッカーは１つ又は複数の羽根を備えており、通常、これらの羽根は遊技球が入賞
しづらい閉状態となっている。そして、所定条件が成立した場合には、羽根は遊技球が入
賞しやすい開状態となる（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２６３２８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、パチンコ機の隙間から針金等をパチンコ機内へ侵入させ、所定条件が成立し
てないにもかかわらず、作動チャッカーの羽根を強制的に駆動させ、多くの遊技球を作動
チャッカーに入賞させようとする不正行為が行われるおそれがあった。
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、所定の入賞手段に対して
行われる不正行為を防止することのできる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために有効な手段を以下に示す。なお、必要に応じてその作用等
についても説明する。
【０００７】
　本発明に係る遊技機は、
　遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される所定の遊技領域と、
　前記遊技領域内において設けられ、上下に並設された上入賞部及び下入賞部を具備し、
当該各入賞部からそれぞれ遊技球が入球可能な特定入賞手段とを備え、



(3) JP 2009-112869 A5 2009.9.3

　前記特定入賞手段への遊技球の入球に基づき所定の遊技価値を付与可能な遊技機であっ
て、
　前記上入賞部は、常時、入球可能に構成され、
　前記下入賞部は、所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入球不能となる閉塞位置と、
遊技球が入球可能となる開放位置との間で、遊技機奥行方向に延びる軸線を軸心として回
動変位可能に設けられた左右一対の開閉部材を備えてなる可変入賞部であり、前記所定入
球条件が成立していない場合において前記開閉部材の前記開放位置への変位を不能化する
ための変位不能化手段を備え、前記開閉部材が前記閉塞位置にある場合においては、前記
開閉部材の先端部と前記上入賞部との間を遊技球が通過不能となるように構成され、
　前記遊技機は、
　前記上入賞部への遊技球の入球に基づき、当該上入賞部に対応して設定された第１遊技
価値の付与を行うための第１遊技価値付与手段と、前記下入賞部への遊技球の入球に基づ
き、前記下入賞部に対応して設定された前記第１遊技価値より多い第２遊技価値の付与を
行うための第２遊技価値付与手段と、前記上入賞部から入球する遊技球を所定位置まで案
内する第１案内流路と、前記下入賞部から入球する遊技球を所定位置まで案内する第２案
内流路と、前記開閉部材を駆動する駆動手段とを備え、
　前記第１案内流路は、前記上入賞部から遊技球が入球した後に当該遊技球を遊技機奥行
方向に転動可能な第１奥行流路を有すると共に、前記第２案内流路は、前記下入賞部から
遊技球が入球した後に当該遊技球を遊技機奥行方向に転動可能な第２奥行流路を有し、
　前記駆動手段は、前記第１奥行流路の下側、かつ、前記第２奥行流路の上側に位置する
ように設けられ、
　前記第１案内流路は、前記駆動手段を遊技機左右方向に避けて遊技球を案内するように
構成されており、
　前記第１案内流路は、前記第１奥行流路を転動した遊技球の転動方向を遊技機左右方向
に変更可能な第１変更部を有すると共に、前記第２案内流路は、前記第２奥行流路を転動
した遊技球の転動方向を遊技機上下方向に変更可能な第２変更部を有し、
　前記第１変更部は、前記第２変更部の上側に位置するように設けられていることをその
要旨としている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、可変入賞部に対して行われる不正行為を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施の形態におけるパチンコ機を示す正面図である。
【図２】遊技盤を示す正面図である。
【図３】始動入賞ユニットの正面図である。
【図４】始動入賞ユニットを説明するための図３におけるＡ－Ａ線部分断面図である。
【図５】始動入賞ユニットを説明するための図３におけるＢ－Ｂ線部分断面図である。
【図６】（ａ）は閉塞状態における羽根，ソレノイド等の状態を説明するための図であり
、（ｂ）は開放状態における羽根，ソレノイド等の状態を説明するための図である。
【図７】パチンコ機の電気的構成を説明するためのブロック図である。
【図８】別の実施の形態における始動入賞ユニットを説明するための図である。
【図９】別の実施の形態における始動入賞ユニットを説明するための図である。
【図１０】別の実施の形態における始動入賞ユニットを説明するための図である。
【図１１】別の実施の形態における始動入賞ユニットを説明するための図である。
【図１２】別の実施の形態における排出流路，入賞部用スイッチ等を説明するための図で
ある。
【図１３】別の実施の形態における排出流路，入賞部用スイッチ等を説明するための図で
ある。
【発明を実施するための形態】



(4) JP 2009-112869 A5 2009.9.3

【００１０】
　手段１．遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される遊技領域と、
　前記遊技領域内において、遊技球の入賞可能な特定入賞手段とを備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入賞に基づき、所定数又は所定量の遊技価値を付与可能
とするとともに、所定の遊技状態を導出可能とする遊技機であって、
　前記特定入賞手段は、少なくとも１つの第１入賞部と、少なくとも１つの第２入賞部と
を備え、
　遊技球が前記第１入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量より、前記
第２入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量が多くなるように設定され
、
　前記第２入賞部は、
　所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入賞不能又は入賞困難な閉塞位置から、遊技球
が入賞可能又は入賞容易な開放位置へと変位可能な少なくとも１つの開閉部材を備えてな
る可変入賞部であって、
　前記所定入球条件が成立していない場合において前記開閉部材の前記開放位置への変位
を規制する変位規制手段を備えていることを特徴とする遊技機。
【００１１】
　上記手段１によれば、所定入球条件が成立していない場合において、開閉部材の上記変
位を規制する変位規制手段を備えている。このため、所定入球条件が成立していない場合
において、開閉部材に対して所定の駆動手段からの応力以外の操作力が加わった場合には
、開閉部材の前記変位が規制される。従って、例えばパチンコ機等のように、特定入賞手
段等への遊技球の入賞に基づいて所定の遊技価値が付与される遊技機において、当該遊技
機内へ針金等を侵入させ、開閉部材を強制的に開放させることによって多くの遊技球を特
定入賞手段等へ入賞させようとする不正行為等を極力防止できる。第１入賞部及び第２入
賞部に前記不正行為等を防止するための不正防止手段を設けることが理想であるが、各入
賞部や遊技機の構成上、どちらか一方にしか設けられない場合もある。その場合、一入賞
につき付与される遊技価値の大きい第２入賞部へ上記変位規制手段のような不正防止手段
を設けた方が効果が大きくなる。なお、前記遊技価値の付与には、現実の遊技価値として
の賞球（遊技球）の払出しが含まれる。この場合、賞球（遊技球）が前記遊技価値に相当
する。また、前記遊技価値の付与には、仮想的な遊技価値としての、記憶された賞球（遊
技球）の数を所定の表示手段において表示させることが含まれる。この場合、記憶された
ものが前記遊技価値に相当する。
【００１２】
　手段２．遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される遊技領域と、
　前記遊技領域内において、遊技球の入賞可能な特定入賞手段とを備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入賞に基づき、所定数又は所定量の遊技価値を付与可能
とするとともに、所定の遊技状態を導出可能とする遊技機であって、
　前記特定入賞手段は、少なくとも１つの第１入賞部と、少なくとも１つの第２入賞部と
を備え、
　遊技球が前記第１入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量より、前記
第２入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量が多くなるように設定され
、
　前記第２入賞部は、
　所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入賞不能又は入賞困難な閉塞位置から、遊技球
が入賞可能又は入賞容易な開放位置へと変位可能な少なくとも１つの開閉部材を備えてな
る可変入賞部であって、
　前記開閉部材を変位させるための特定駆動手段を備え、
　前記閉塞位置にある開閉部材に対し、前記開放位置へ変位させる前記特定駆動手段から
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の応力以外の操作力が加えられた場合には、
　前記開閉部材が前記閉塞位置にある状態において変位不能又は変位困難となっている特
定部位に、前記開閉部材の一部が係止され、
　前記開閉部材の前記開放位置への変位が規制されるようにしたことを特徴とする遊技機
。
上記手段２によれば、上記手段１と同様の効果を奏する。また、仮に開閉部材が閉塞位置
にある状態においても、開閉部材の一部が係止される特定部位が所定方向に変位可能に構
成されている場合には、開閉部材から受ける特定方向への応力に対しては当該応力を受け
とめることが可能となるが、開閉部材と特定部位との係り具合によっては当該特定部位に
対して前記所定方向への力が加わってしまい、特定部位が変位するとともに、開閉部材が
変位可能となってしまうおそれがあった。しかし、上記手段２では、開閉部材が前記閉塞
位置にある状態において、開閉部材が係止される特定部位が変位不能又は変位困難となっ
ているため、そのような不具合の発生を抑えることができる。
【００１３】
　手段３．遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される遊技領域と、
　前記遊技領域内において、遊技球の入賞可能な特定入賞手段とを備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入賞に基づき、所定数又は所定量の遊技価値を付与可能
とするとともに、所定の遊技状態を導出可能とする遊技機であって、
　前記特定入賞手段は、少なくとも１つの第１入賞部と、少なくとも１つの第２入賞部と
を備え、
　遊技球が前記第１入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量より、前記
第２入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量が多くなるように設定され
、
　前記第２入賞部は、
　所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入賞不能又は入賞困難な閉塞位置から、遊技球
が入賞可能又は入賞容易な開放位置へと回動変位可能な少なくとも１つの開閉部材を備え
てなる可変入賞部であって、
　変位可能な駆動部材を有し当該駆動部材の変位に基づき前記開閉部材を変位させる特定
駆動手段を備え、
　前記駆動部材が特定位置にある場合には、前記開閉部材が前記閉塞位置に位置するよう
構成され、
　前記閉塞位置にある開閉部材に対し、前記開放位置へ変位させる前記特定駆動手段から
の応力以外の操作力が加えられた場合には、
　前記駆動部材が特定位置にある状態において変位不能又は変位困難となっている特定部
位に、前記開閉部材の一部が係止され、
　前記開閉部材の前記回動変位が規制されるようにしたことを特徴とする遊技機。
【００１４】
　上記手段３によれば、上記手段１等と同様の効果を奏する。また、仮に駆動部材が特定
位置にある状態においても、開閉部材の一部が係止される特定部位が所定方向に変位可能
に構成されている場合には、開閉部材から受ける特定方向への応力に対しては当該応力を
受けとめることが可能となるが、開閉部材と特定部位との係り具合によっては当該特定部
位に対して前記所定方向への力が加わってしまい、特定部位が変位するとともに、開閉部
材が変位可能となってしまうおそれがあった。しかし、上記手段３では、駆動部材が特定
位置にある状態において、開閉部材が係止される特定部位が変位不能又は変位困難となっ
ているため、そのような不具合の発生を抑えることができる。
【００１５】
　手段４．手段３において、前記駆動部材は特定の第１軸線に沿って直線駆動可能に構成
され、
　前記特定位置である第１位置から所定の第２位置へと向かう特定駆動方向への前記駆動
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部材の駆動に連動して、前記第１軸線と略直交する第２軸線を軸心として回動する駆動伝
達部材を備え、
　前記駆動部材が前記第１位置にある場合には、前記駆動伝達部材の特定回動方向への回
動を規制するように当該駆動部材の一部が前記駆動伝達部材の一部に当接するよう構成さ
れ、
　前記特定部位は当該駆動伝達部材の一部位であることを特徴とする遊技機。
【００１６】
　上記手段４によれば、駆動部材の駆動方向と交差する方向である駆動伝達部材の特定回
動方向への動きが、当該駆動部材によって直接的に規制される。このため、より確実に上
記開閉部材の回動を規制でき、上記不正行為等を防止できる。
【００１７】
　手段５．手段４において、前記開閉部材は、前記駆動伝達部材の回動に連動して、前記
閉塞位置から前記開放位置へと前記第１軸線と略平行な第３軸線を軸心として回動するよ
うに構成されていることを特徴とする遊技機。
【００１８】
　手段６．遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される遊技領域と、
　前記遊技領域内において、遊技球の入賞可能な特定入賞手段とを備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入賞に基づき、所定数又は所定量の遊技価値を付与可能
とするとともに、所定の遊技状態を導出可能とする遊技機であって、
　前記特定入賞手段は、少なくとも１つの第１入賞部と、少なくとも１つの第２入賞部と
を備え、
　遊技球が前記第１入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量より、前記
第２入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量が多くなるように設定され
、
　前記第２入賞部は、
　所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入賞不能又は入賞困難な閉塞位置から、遊技球
が入賞可能又は入賞容易な開放位置へと変位可能な少なくとも１つの開閉部材を備えてな
る可変入賞部であって、
　所定の第１位置と第２位置との間で特定の第１軸線に沿って直線駆動可能な駆動部材を
有する特定駆動手段と、
　前記第１位置から第２位置へと向かう特定駆動方向への前記駆動部材の直線駆動に連動
して、前記第１軸線と略直交する第２軸線を軸心として回動する駆動伝達部材とを備え、
　前記駆動伝達部材の回動に連動して、前記開閉部材が前記閉塞位置から前記開放位置へ
と前記第１軸線と略平行な第３軸線を軸心として回動するように構成され、
　前記駆動部材が前記第１位置にある場合には、当該駆動部材によって前記駆動伝達部材
の回動が規制され、前記開閉部材が回動不能又は回動困難となるようにしたことを特徴と
する遊技機。
【００１９】
　上記手段６によれば、上記手段１等と同様の効果を奏する。
【００２０】
　手段７．手段６において、前記駆動伝達部材は、前記第２軸線と略平行に並設された第
１受部と第２受部とを有し、
　前記駆動部材は、その変位状態に応じて前記第１受部と第２受部とに当接可能となる掛
かり部を有し、
　前記駆動部材が前記第１位置にある場合には、前記掛かり部が前記駆動伝達部材の特定
回動方向への駆動を規制するように前記第１受部に当接し、
　前記駆動部材が前記特定駆動方向へと駆動する際には、前記掛かり部が前記第２受部に
掛かることによって、当該第２受部に前記特定回動方向への力が加わり、前記駆動伝達部
材が回動するようにしたことを特徴とする遊技機。
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【００２１】
　上記手段７によれば、上記駆動部材の駆動方向と交差する方向である駆動伝達部材の特
定回動方向への動きが、当該駆動部材によって直接的に規制される。このため、比較的少
ない部品点数で、より確実に上記開閉部材の回動を規制でき、上記不正行為等を防止でき
る。また、特定の構成部材を新たに設けたりして、上記特定入賞手段（第２入賞部）の構
成を比較的複雑にすることなく、上記駆動伝達部材を回動させたり規制したりすることが
でき、特定入賞手段の構成の簡素化を図ることができる。
【００２２】
　手段８．手段６又は手段７において、前記開閉部材は、前記第３軸線上から外れた位置
において、かつ、当該第３軸線と略平行に突出する操作子を有し、
　前記駆動伝達部材は、前記操作子を操作可能な少なくとも１つの特定操作部を有し、
　当該特定操作部によって前記操作子の回動が規制されるようにしたことを特徴する遊技
機。
【００２３】
　上記手段８によれば、開閉部材の回動軸と駆動伝達部材の回動軸とが交差した構成の下
、特定操作部が操作子をその回動方向に対して押さえ付けるため、より確実に外力による
開閉部材の回動が規制される。
【００２４】
　手段９．手段６又は手段７において、前記開閉部材は、前記第３軸線上から外れた位置
において、かつ、当該第３軸線と略平行に突出する操作子を有し、
　前記駆動伝達部材は、前記操作子を操作可能な少なくとも１つの特定操作部を有し、
　前記特定操作部は、前記特定回動方向に沿って並設された第１操作部と第２操作部とに
より構成され、
　前記駆動部材が第１位置にある場合には、前記第１操作部が前記操作子の回動を規制し
、
　前記駆動伝達部材が前記特定回動方向へ回動する際には、前記第２操作部によって前記
操作子に対して、少なくとも前記第３軸線に略直交する特定方向への力が加えられ、前記
開閉部材が回動するようにしたことを特徴とする遊技機。
【００２５】
　上記手段９によれば、上記特定操作部と操作子との連結構成により、駆動伝達部材の回
動が開閉部材の回動へと変換される。また、開閉部材の回動軸と駆動伝達部材の回動軸と
が交差した構成の下、特定操作部が操作子をその回動方向に対して押さえ付けるため、よ
り確実に外力による開閉部材の回動駆動が規制される。
【００２６】
　手段１０．遊技球を発射する発射手段と、
　発射された遊技球が案内される遊技領域と、
　前記遊技領域内において、遊技球の入賞可能な特定入賞手段とを備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入賞に基づき、所定数又は所定量の遊技価値を付与可能
とするとともに、所定の遊技状態を導出可能とする遊技機であって、
　前記特定入賞手段は、少なくとも１つの第１入賞部と、少なくとも１つの第２入賞部と
を備え、
　遊技球が前記第１入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量より、前記
第２入賞部から入賞した場合に付与される遊技価値の数又は量が多くなるように設定され
、
　前記第２入賞部は、
　所定入球条件の成立に基づき、遊技球が入賞不能又は入賞困難な閉塞位置から、遊技球
が入賞可能又は入賞容易な開放位置へと変位可能な一対の開閉部材を備えてなる可変入賞
部であって、
　前記遊技領域面に略直交する特定の第１軸線に沿って所定の第１位置と第２位置との間
で直線駆動可能な駆動部材を有する特定駆動手段と、
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　前記第１位置から第２位置へと向かう特定駆動方向への前記駆動部材の直線駆動に連動
して、前記第１軸線と略直交する第２軸線を軸心として回動する駆動伝達部材とを備え、
　前記各開閉部材は、前記第１軸線と略平行な第３軸線を軸心として回動可能に構成され
るとともに、前記第３軸線上から外れた位置において、かつ、当該第３軸線と略平行に突
出する操作子を備え、
　前記駆動伝達部材は、前記第２軸線と略平行に並設された第１受部と第２受部と、前記
操作子を操作可能な一対の特定操作部とを備え、
　前記各特定操作部は、前記駆動伝達部材の回動方向に沿って並設された第１操作部及び
第２操作部を有し、
　前記駆動部材は、その変位状態に応じて前記第１受部と第２受部とに当接可能となる掛
かり部を備え、
　前記駆動部材が前記特定駆動方向へと駆動するに際して、前記掛かり部が前記第２受部
に掛かることによって、当該第２受部に特定回動方向への力が加わり、前記駆動伝達部材
が回動するとともに、前記第２操作部によって前記操作子に対して少なくとも前記第３軸
線に略直交する特定方向への力が加えられ、前記開閉部材が前記閉塞位置から前記開放位
置へと回動するように構成され、
　前記駆動部材が前記第１位置にある場合には、前記掛かり部が前記駆動伝達部材の前記
特定回動方向への駆動を規制するように前記第１受部に当接するとともに、前記第１操作
部によって前記操作子の回動が規制され、前記開閉部材が回動不能又は回動困難となるよ
うにしたことを特徴とする遊技機。
【００２７】
　上記手段１０によれば、駆動部材の駆動方向及び開閉部材の回動軸と、駆動伝達部材の
回動軸とが略直交した構成の下、駆動部材が駆動伝達部材の回動を規制し、特定操作部が
操作子をその回動方向に対して押さえ付けている。従って、開閉部材に対して駆動手段か
らの応力以外の外力が加わった場合でも、各操作子を介して駆動伝達部材へ伝達される応
力が駆動部材によって受け止められ、当該開閉部材が回動しないように又は回動しにくく
なる。従って、上記手段１等と同様の効果を奏する。また、上記構成とすれば、比較的少
ない部品点数で、上記特定入賞手段（第２入賞部）の構成を比較的複雑にすることなく、
より確実に外力による上記開閉部材の回動を規制でき、特定入賞手段の構成の簡素化を図
ることができる。前記「遊技領域面」に代えて「遊技領域を構成する遊技盤面」としても
よい（以下の手段において同様とする）。
【００２８】
　手段１１．手段４乃至手段１０のいずれかにおいて、前記駆動部材を前記第１位置に付
勢する付勢手段を備えたことを特徴とする遊技機。
【００２９】
　上記手段１１によれば、付勢手段を備えることにより、駆動部材を第１位置に維持させ
、上記駆動伝達部材をより確実に規制することができる。
【００３０】
　手段１２．手段１乃至手段１１のいずれかにおいて、前記第１入賞部と第２入賞部とが
一体的に構成されていることを特徴とする遊技機。
【００３１】
　上記手段１２によれば、第１入賞部と第２入賞部とを一体化することにより部材点数の
増加を防ぐとともに、特定入賞手段の配設作業を簡素化することができる。
【００３２】
　手段１３．手段１乃至手段１２のいずれかにおいて、前記特定入賞手段は、前記遊技領
域面に配設される基部を備え、当該基部に前記第１入賞部及び第２入賞部が設けられてい
ることを特徴とする遊技機。
【００３３】
　上記手段１３によれば、前記基部に第１入賞部及び第２入賞部を一体的に設けることに
より部材点数の増加を防ぐとともに、特定入賞手段の配設作業を簡素化することができる
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。
【００３４】
　手段１４．手段１乃至手段１３のいずれかにおいて、前記第１入賞部と第２入賞部とが
上下に並設され、前記第２入賞部が下位に位置していることを特徴とする遊技機。
【００３５】
　上記手段１４によれば、不正防止手段（変位規制手段）を備えた第２入賞部が下位に位
置している。一般的に、遊技機内へ針金等を侵入させ、開閉部材を強制的に開放させるよ
うな不正行為は、特定入賞手段の下方より行われることが多い。つまり、入賞部が上下に
並んでいる場合、下位の入賞部が狙われやすい。従って、不正防止手段を備えた第２入賞
部を下位に位置させることで、前記不正行為がより行われにくくなる。加えて、下位置の
第２入賞部が可変入賞部であることから、上記所定入球条件の成立時には、比較的入賞困
難となりがちな下位置の入賞部からも入賞しやすくなる。
【００３６】
　手段１５．手段１４において、前記開閉部材が前記閉塞位置にある場合において、前記
開閉部材の先端部と、上位に位置する前記第１入賞部との間を遊技球が通過不能又は通過
困難となるように、前記先端部が前記第１入賞部に当接若しくは略当接又は隣接するよう
に構成したことを特徴とする遊技機。
【００３７】
　上記手段１５によれば、開閉部材が所定の閉塞位置にある場合には、遊技球が下位に位
置する入賞部へ入賞不能又は入賞困難となるように構成されているため、釘等の規制部材
（案内部材）により、遊技球が入賞不能又は入賞困難となるように構成しなくともよく、
部品点数の削減や構成の簡素化等を図ることができる。さらに、上記構成とすることによ
り、開閉部材に針金等を引っかけにくくなるため、特定入賞手段に対する針金等を使用し
た不正行為がより実行困難となる。
【００３８】
　手段１６．手段１乃至手段１３のいずれかにおいて、前記第１入賞部と第２入賞部とが
上下に並設され、前記第２入賞部が上位に位置していることを特徴とする遊技機。
【００３９】
　上記手段１６によれば、不正防止手段（変位規制手段）を備えた第２入賞部が上位に位
置している。上述したように特定入賞手段に対する針金等を使用した不正行為は、特定入
賞手段の下方より行われることが多い。従って、一入賞につき付与される遊技価値の大き
い第２入賞部を上位に位置させることで、前記不正行為の際に針金等を侵入させなければ
ならない距離が長くなるため、針金等の操作がより困難となる。結果として、前記不正行
為が行われにくくなる。加えて、上位置の入賞部が可変入賞部であるため、上記所定入球
条件の成立時において、より一層上位置の入賞部から遊技球が入賞しやすくなる。
【００４０】
　手段１７．手段１３において、前記第１入賞部と第２入賞部とが前記基部において上下
に並設され、
　前記基部には、前記第１入賞部と第２入賞部との間に挟まれた部分において、前記遊技
領域面に向け貫通した少なくとも１つの貫通孔が形成され、
　前記第２入賞部が下位に位置し、
　前記開閉部材が前記閉塞位置にある場合において前記第２入賞部へ遊技球が入賞不能又
は入賞困難となるように、前記貫通孔に対応する前記遊技領域面において所定の規制部材
が配設されていることを特徴とする遊技機。
【００４１】
　上記手段１７によれば、上記手段１４の効果と同様に、上記不正行為が行われにくくな
る。
【００４２】
　手段１８．手段１３において、前記第１入賞部と第２入賞部とが前記基部において上下
に並設され、
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　前記基部には、前記第１入賞部と第２入賞部との間に挟まれた部分において、前記遊技
領域面に向け貫通した少なくとも１つの貫通孔が形成され、
　前記第２入賞部が下位に位置し、
　前記貫通孔に対応する遊技領域面において、前記第２入賞部へ遊技球を案内可能な案内
部材が配設されていることを特徴とする遊技機。
【００４３】
　上記手段１８によれば、上記案内部材を設けることによって、下位に位置する第２入賞
部への遊技球の入賞率を調整容易にすることができる。
【００４４】
　手段１９．手段１乃至手段１８のいずれかにおいて、前記第１入賞部から入賞する遊技
球を所定部位まで案内する第１案内流路と、前記第２入賞部から入賞する遊技球を所定部
位まで案内する第２案内流路とを備えるとともに、
　前記第１案内流路において遊技球を検出する第１検出手段と、前記第２案内流路におい
て遊技球を検出する第２検出手段とを備え、
　検出手段からの検出信号に基づき遊技価値の付与に関する処理を行う付与制御手段と、
検出手段からの検出信号に基づき遊技状態の導出処理を行う遊技制御手段とを備え、
　前記付与制御手段は、前記第１検出手段からの検出信号を入力した場合には、第１入賞
部に対応した遊技価値の付与に関する処理を行い、前記第２検出手段からの検出信号を入
力した場合には、第２入賞部に対応した遊技価値の付与に関する処理を行い、
　前記遊技制御手段は、前記第１検出手段又は第２検出手段からの検出信号を入力した場
合には、遊技状態の導出処理を行うことを特徴とする遊技機。
【００４５】
　上記手段１９によれば、第１検出手段又は第２検出手段からの個々に独立した検出信号
に基づき、各入賞部に対応する遊技価値の付与に関する処理を行うとともに、上記遊技状
態を導出するための処理を行うことができる。従って、別途、遊技状態の導出用の検出手
段を設けなくともよいため、遊技機の構成の簡素化を図ることができる。さらに、各入賞
部に対応した検出手段を別々に設けているため、仮に第２入賞部への遊技球の入賞が所定
入球条件の成立時のみ可能となるように構成されている場合、前記所定入球条件が成立し
ていない時に前記第２検出手段によって遊技球が検出されると、不正行為があったものと
判断することができる。結果として不正行為の早期発見につながる。なお、前記遊技価値
の付与に関する処理には賞球（遊技球）の払出処理が含まれ、前記付与制御手段には遊技
球の払出処理を行う払出制御手段が含まれる（以下の手段において同様とする）。
【００４６】
　手段２０．手段１乃至手段１８のいずれかにおいて、前記第１入賞部から入賞する遊技
球を所定部位まで案内する第１案内流路と、前記第２入賞部から入賞する遊技球を所定部
位まで案内する第２案内流路と、前記第１案内流路と第２案内流路とを合流させた集合案
内流路とを備えるとともに、
　前記第１案内流路において遊技球を検出する第１検出手段と、前記第２案内流路におい
て遊技球を検出する第２検出手段と、前記集合案内流路において遊技球を検出する集合部
検出手段とを備え、
　検出手段からの検出信号に基づき遊技価値の付与に関する処理を行う付与制御手段と、
検出手段からの検出信号に基づき遊技状態の導出処理を行う遊技制御手段とを備え、
　前記付与制御手段は、前記第１検出手段及び集合部検出手段の両者からの検出信号を入
力した場合には、第１入賞部に対応した遊技価値の付与に関する処理を行い、前記第２検
出手段及び集合部検出手段の両者からの検出信号を入力した場合には、第２入賞部に対応
した遊技価値の付与に関する処理を行い、
　前記遊技制御手段は、前記集合部検出手段からの検出信号を入力した場合には、遊技状
態の導出処理を行うことを特徴とする遊技機。
【００４７】
　上記手段２０によれば、第１検出手段又は第２検出手段からの検出信号に基づき第１入
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賞部又は第２入賞部に対応する遊技価値の付与に関する処理を行うことができるとともに
、両入賞部に対応する上記遊技状態を導出するための処理を統括的に集合部検出手段から
の検出手段からの検出信号に基づいて行うことができる。また、ほぼ同時期に、第１入賞
部と第２入賞部の両方から遊技球が入賞した場合でも、当該両遊技球が集合案内流路へ集
められるため、集合部検出手段によって検出される時期は異なってくる。従って、遊技状
態を導出するための処理を開始する時期が重なってしまうといった不具合を防止すること
ができる。さらに、上記手段１９と同様に、各入賞部に対応した検出手段（第１検出手段
と第２検出手段）を別々に設けているため、不正行為を早期発見することができる。
【００４８】
　手段２１．手段１乃至手段１８のいずれかにおいて、前記第１入賞部から入賞する遊技
球を所定部位まで案内する第１案内流路と、前記第２入賞部から入賞する遊技球を所定部
位まで案内する第２案内流路と、前記第１案内流路と第２案内流路とを合流させた集合案
内流路とを備えるとともに、
　前記第１案内流路において遊技球を検出する第１検出手段と、前記第２案内流路におい
て遊技球を検出する第２検出手段と、前記集合案内流路において遊技球を検出する集合部
検出手段とを備え、
　検出手段からの検出信号に基づき遊技価値の付与に関する処理を行う付与制御手段と、
検出手段からの検出信号に基づき遊技状態の導出処理を行う遊技制御手段とを備え、
　前記付与制御手段は、前記第１検出手段からの検出信号を入力した場合には、第１入賞
部に対応した遊技価値の付与に関する処理を行い、前記第２検出手段からの検出信号を入
力した場合には、第２入賞部に対応した遊技価値の付与に関する処理を行い、
　前記遊技制御手段は、前記集合部検出手段からの検出信号を入力した場合には、遊技状
態の導出処理を行うことを特徴とする遊技機。
【００４９】
　上記手段２１によれば、第１検出手段又は第２検出手段からの検出信号に基づき第１入
賞部又は第２入賞部に対応する遊技価値の付与に関する処理を行うことができるとともに
、両入賞部に対応する上記遊技状態を導出するための処理を統括的に集合部検出手段から
の検出手段からの検出信号に基づいて行うことができる。また、遊技価値の付与に関する
処理と遊技状態の導出処理とが、異なる検出手段からの検出信号に基づいて行われるよう
に構成されているため、仮に上記検出手段のうちのいずれかにおいて故障等が発生した場
合でも、遊技価値の付与に関する処理及び遊技状態の導出処理の両方が行われなくなるよ
うな不具合が低減される。また、上記各種検出手段の配置構成によって、所定の遊技状態
の導出処理と、遊技価値の付与に関する処理との開始のタイミングをずらすことができる
。従って、複数の処理を同時期に行わなくともよいため、結果として制御処理の簡素化を
図ることができる。さらに、上記手段１９と同様に、各入賞部に対応した検出手段（第１
検出手段と第２検出手段）を別々に設けているため、不正行為を早期発見することができ
る。
【００５０】
　手段２２．手段１乃至手段１８のいずれかにおいて、前記第１入賞部から入賞する遊技
球を所定部位まで案内する第１案内流路と、前記第２入賞部から入賞する遊技球を所定部
位まで案内する第２案内流路と、前記第１案内流路と第２案内流路とを合流させた集合案
内流路とを備えるとともに、
　前記第２案内流路において遊技球を検出する特定検出手段と、前記集合案内流路におい
て遊技球を検出する集合部検出手段とを備え、
　検出手段からの検出信号に基づき遊技価値の付与に関する処理を行う付与制御手段と、
検出手段からの検出信号に基づき遊技状態の導出処理を行う遊技制御手段とを備え、
　前記付与制御手段は、前記特定検出手段及び集合部検出手段からの検出信号を入力した
場合には、第２入賞部に対応した遊技価値の付与に関する処理を行い、前記集合部検出手
段からのみ検出信号を入力した場合には、他方に対応した遊技価値の付与に関する処理を
行い、
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　前記遊技制御手段は、前記集合部検出手段からの検出信号を入力した場合には、遊技状
態の導出処理を行うことを特徴とする遊技機。
【００５１】
　上記手段２２によれば、遊技機の構成上、第１案内流路及び第２案内流路の両者に検出
手段を設けることが困難な場合等においても、各入賞部に対応した遊技価値の付与に関す
る処理を行うとともに、各入賞部に対応した上記遊技状態を導出するための処理を行うこ
とができる。また、第２入賞部への遊技球の入賞のみを検出可能な特定検出手段を備えて
いることから、上記手段１９と同様に、不正行為を早期発見することができる。
【００５２】
　手段２３．手段１乃至手段２２のいずれかにおいて、複数の識別情報を変動表示可能な
特別表示手段を備え、
　前記特定入賞手段への遊技球の入賞に基づき、前記識別情報の変動が開始される遊技状
態が導出されるようにしたことを特徴とする遊技機。
【００５３】
　手段２４．手段１乃至手段２３のいずれかにおいて、前記特定入賞手段への遊技球の入
賞に起因する特定発生条件の成立に基づき、特定遊技状態が発生するように構成されてい
ることを特徴とする遊技機。
【００５４】
　手段２５．手段１乃至手段２４のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ機であるこ
と。中でも、パチンコ機の基本構成としては、操作手段としてのハンドルを備えており、
そのハンドル操作に応じて遊技球を所定の遊技領域に発射させ、遊技領域内に設けられた
特定入賞手段に当該遊技球が入賞することに起因して、各種遊技状態が導出される。
【００５５】
　以下に、遊技機としてパチンコ遊技機（以下、単に「パチンコ機」という）を具体化し
た一実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００５６】
　図１に示すように、パチンコ機１は、外枠２と、その前部に設けられた前面枠３とを備
えている。前面枠３は外枠２の一側部にて開閉可能に装着されている。前面枠３の前面側
には、一側部にて開閉可能に装着されたガラス扉枠４が設けられている。ガラス扉枠４の
下部には遊技球Ｂ（図２参照）を貯留するための上皿５が設けられている。また、ガラス
扉枠４の下方には下皿６が設けられ、その側方にはハンドル７が設けられている。ハンド
ル７は遊技球発射装置９４（図７参照）に連結されている。
【００５７】
　前面枠３の後側（ガラス扉枠４の奥、外枠２の内側）には、遊技盤８（図２参照）が着
脱可能に装着されている。前記遊技球発射装置９４は、本実施の形態おける発射手段を構
成し、遊技者がハンドル７を回転させることにより、遊技盤８の上部に向けて遊技球Ｂを
発射可能とするものである。
【００５８】
　前面枠３内部（上皿５の側方）には、遊技の進行に伴い種々の効果音を鳴らしたり、遊
技者に遊技状態等を音声にて報知するためのスピーカ９（図７参照）が埋設されている。
また、前面枠３の後側（遊技盤８の後側）には後述する集合盤８０（図４等参照）が取着
されている。
【００５９】
　図２に示すように、遊技盤８の一側部には、遊技球発射装置によって発射された遊技球
Ｂを遊技盤８の上部に案内する内レール１０ａ及び外レール１０ｂが設けられている。
【００６０】
　遊技盤８には、ルータ加工が施されることによって複数の開口部が形成されており、各
開口部には以下に記述するように各種部材が取着されている。
【００６１】
　遊技盤８の下部には、始動入賞ユニット１１及び大入賞口１２が設けられている。始動
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入賞ユニット１１は、本実施の形態における特定入賞手段を構成し、後述するように第２
入賞部としての下入賞部４９、及び、第１入賞部としての上入賞部５０を備えている。な
お、本実施の形態では、遊技盤８のうち内レール１０ａ及び外レール１０ｂによって囲ま
れ、始動入賞ユニット１１等が配設された部分が、遊技球Ｂが流下可能な遊技領域となっ
ている。
【００６２】
　大入賞口１２の奥にはシーソー１４が設けられているとともに、シーソー１４の側部に
おいてＶゾーン１５及び入賞通路１６が設けられている。
【００６３】
　大入賞口１２の前部には、大入賞口１２を開閉するシャッタ１７が設けられている。シ
ャッタ１７は大入賞口１２の側部に設けられた大入賞口用ソレノイド１８により作動する
。詳しくは、後述する特定発生条件の成立に基づいた特定開放条件が成立し大入賞口ソレ
ノイド１８が励磁状態となると、シャッタ１７が略水平状態となり大入賞口１２が開かれ
る。大入賞口ソレノイド１８が非励磁状態となると、シャッタ１７が略垂直状態となり大
入賞口１２が閉鎖される。
【００６４】
　大入賞口１２の一側部には、シーソー用ソレノイド１９が設けられている。通常、シー
ソー用ソレノイド１９は非励磁状態となっている。このとき、シーソー１４はＶゾーン１
５の方へ傾いた状態となっている。また、シーソー用ソレノイド１９が励磁状態となると
、シーソー１４は入賞通路１６の方へ傾いた状態となる。つまり、遊技球Ｂが大入賞口１
２に入賞した場合、遊技球Ｂはシーソー１４の傾きにより、Ｖゾーン１５又は入賞通路１
６のどちらか一方へ導かれるようになっている。なお、本実施の形態では、大入賞口１２
（シャッタ１７）の開状態において、遊技球Ｂが１つでもＶゾーン１５を通過すると、シ
ーソー用ソレノイド１９が励磁状態となる。そして、シャッタ１７が閉じられると再び非
励磁状態にもどるように構成されている。
【００６５】
　遊技盤８の中央部には、特別表示手段としての特別図柄表示装置２０が組込まれている
。特別図柄表示装置２０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）よりなる表示部２０ａを備えて
おり、識別情報としての識別図柄や、各種キャラクタ等を表示可能とする。本実施の形態
では、例えば表示部２０ａの変動領域としての左図柄表示領域２１、中図柄表示領域２２
及び右図柄表示領域２３において、複数種の識別図柄が変動表示される。ここでは、各図
柄表示領域２１～２３に確定停止表示される識別図柄の停止態様（組合せ）によって、各
種遊技状態が導出される。各種遊技状態としては、識別図柄の変動、特定遊技状態として
の大当たり状態、リーチ状態、外れ状態等が例として挙げられる。
【００６６】
　ここで、大当たり状態とは、遊技者に比較的不利な状態である通常遊技状態（遊技球Ｂ
が徐減する状態）から特定発生条件が成立することに基づいて発生する遊技者に有利な状
態をいう。大当たり状態が発生する際には、識別図柄が特定の停止態様で停止表示される
。例えば、「７」・「７」・「７」というような特定の組合せで停止表示される。なお、
大当たり状態が導出される際に確定停止表示される識別図柄を大当たり図柄という。
【００６７】
　リーチ状態とは、大当たり状態に至る過程にある一状態をいい、表示部２０ａにおいて
、複数の識別図柄の停止態様に基づいて特定表示態様としてのリーチ態様が成立した状態
を指す。なお、リーチ態様を成立させる識別図柄をリーチ図柄という。また、識別図柄の
変動表示とともに、種々のリーチ演出に代表される様々な表示演出も行われるようになっ
ている。
【００６８】
　外れ状態とは、各図柄表示領域２１～２３に異なる種類の図柄（これを「外れ図柄」と
いう）が停止して、リーチ状態を経ず、かつ、大当たり状態ともならない状態のことであ
る。
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【００６９】
　なお、識別図柄の変動表示は、遊技球Ｂが始動入賞ユニット１１（下入賞部４９又は上
入賞部５０）へ入賞することに基づいて行われるようになっている。但し、変動表示中に
遊技球Ｂが新たに入賞した場合には、その分の変動表示は、その時点で行われている変動
表示の終了後に行われるようになっている。つまり、変動表示が待機（保留）されること
となる。
【００７０】
　表示部２０ａの上方には、前述したような識別図柄の変動表示の保留回数を示す保留ラ
ンプ２４ａ，２４ｂ，２４ｃ，２４ｄが組み込まれている。保留ランプ２４ａ～２４ｄは
、変動表示の保留毎に点灯し、その保留に対応した変動表示の実行に伴い消灯するように
なっている。
【００７１】
　特別図柄表示装置２０上部には、普通図柄表示装置３１が併設されている。普通図柄表
示装置３１は、保留ランプ３２と、７セグ表示部３３とを有している。また、特別図柄表
示装置２０の左右両側方には、一対の通過ゲート３４が配設されている。なお、上記通過
ゲート３４のように遊技球Ｂが検出後に遊技盤８面上より排出されないものは、本実施の
形態における特定入賞手段には該当しないものとする。
【００７２】
　遊技球Ｂが通過ゲート３４を通過すると普通図柄表示装置３１が作動するようになって
いる。普通図柄表示装置３１は、７セグ表示部３３において「０」から「９」までの数字
を可変表示する。その数字が所定値で停止した場合には、後述するように下入賞部４９の
羽根７０が所定秒数開放する。普通図柄表示装置３１は、遊技球Ｂの通過ゲート３４の通
過回数を記憶することができ、保留ランプ３２でその保留数を表示する。従って、すべて
の保留ランプ３２が点灯している状態では、遊技球Ｂが通過ゲート３４を通過してもカウ
ントされない。また、保留ランプ３２が点灯している限り、遊技球Ｂが通過ゲート３４を
通過しなくとも保留数に応じた回数だけ普通図柄表示装置３１は作動する。
【００７３】
　また、遊技盤８には、遊技者の操作に応じて変化するパチンコ機１の遊技状態を検出す
るための各種スイッチが設けられている。例えば、本実施の形態においては、スルースイ
ッチ４０、Ｖゾーン用スイッチ４２、カウントスイッチ４３、下入賞部用スイッチ４４及
び上入賞部用スイッチ４５が設けられている。ここで、スルースイッチ４０は、遊技球Ｂ
が通過ゲート３４を通過したことを検出するものである。Ｖゾーン用スイッチ４２は、遊
技球Ｂが大入賞口１２内のＶゾーン１５へ入賞したこと検出するものである。カウントス
イッチ４３は、遊技球Ｂが大入賞口１２へ入賞したことを検出するものである。下入賞部
用スイッチ４４は、遊技球Ｂが下入賞部４９へ入賞したことを検出するものであり、上入
賞部用スイッチ４５は、遊技球Ｂが上入賞部５０へ入賞したことを検出するものである。
【００７４】
　また、パチンコ機１各部には、遊技効果を高めるための各種演出用ランプや電飾部材等
が取付けられている。これらの演出用ランプや電飾部材等（以下単にランプ９１（図７参
照）と称する）は、遊技の進行に応じて点灯状態（消灯、点灯、点滅等）が変えられる。
また、遊技盤８には、遊技球Ｂの流下方向を適宜分散、調整等するために多数の釘や風車
等の各種部材（役物）が配設されている（但し、便宜上、符号を省略する）。釘等は本実
施の形態における規制部材又は案内部材を構成する。
【００７５】
　ここで、上述した始動入賞ユニット１１について図３乃至図６を参照しつつ詳しく説明
する。始動入賞ユニット１１は、遊技盤８面上に配設される基部としての台板４８を備え
ている。台板４８の下部には下入賞部４９が設けられ、上部には上入賞部５０が設けられ
ている。なお、本実施の形態において、入賞部とは遊技球Ｂが遊技盤８面上より入球可能
な部位を指す。
【００７６】
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　まず、下入賞部４９を構成する部分及びその関連する部分について説明する。台板４８
の下部には遊技球Ｂが前後方向へ通過可能な通過孔５１が形成されている。台板４８の背
面側には、通過孔５１の下辺部から突出する底壁部５２と、当該底壁部５２に連接し通過
孔５１の両側辺部から突出する一対の側壁部５３とが設けられている。
【００７７】
　底壁部５２の後部は集合盤８０にまで達し、その後端部は集合盤８０に形成された下排
出流路８１に連接されている。第１排出流路８１は図示しない球排出部へとつながってい
る。下排出流路８１の途中に上記下入賞部用スイッチ４４が取着されている。下入賞部用
スイッチ４４は本実施の形態における第２検出手段又は特定検出手段を構成する。なお、
通過孔５１、底壁部５２、下排出流路８１、後述する前カバー６９や羽根７０等により、
本実施の形態における第２案内流路が構成される。従って、下入賞部用スイッチ４４の取
着位置は上記位置に限らず、前記第２案内流路を構成する部分であればどこでもよい。例
えば、前カバー６９や通過孔５１等に取着された構成としてもよい。
【００７８】
　また、側壁部５３の後端上部には、特定駆動手段としてのソレノイド５４が取着されて
いる。ソレノイド５４は、その台板４８側において、前後方向へ駆動可能な駆動部材とし
てのプランジャ５５を備えている。なお、プランジャ５５の軸心が本実施の形態における
第１軸線を構成する。
【００７９】
　プランジャ５５は、その軸部より径の大きな円盤状の掛かり部としての先端部５６を有
する。また、前記軸部の周囲には付勢手段としてのコイルばね５７が圧縮された状態で取
着されている。これにより、ソレノイド５４が非励磁状態にある場合には、コイルばね５
７の付勢力によりプランジャ５５が突出位置に維持される。また、ソレノイド５４が励磁
されると、プランジャ５５がソレノイド５４内に没入し、励磁状態ではプランジャ５５が
その没入位置で維持される。前記突出位置が本実施の形態における第１位置又は特定位置
に相当し、前記没入位置が第２位置に相当する。従って、プランジャ５５の没入方向が本
実施の形態における特定駆動方向に相当する。
【００８０】
　前記両側壁部５３間には、ソレノイド５４の前方において、駆動伝達部材としてのソレ
ノイドアーム６０が回動可能に支持されている。ソレノイドアーム６０は、両側壁部５３
に沿った一対のアーム部６１と、両アーム部６１を連結する２本の連結バー（前連結バー
６２と後連結バー６３）とにより構成されている。ここで、前連結バー６２が本実施の形
態における第１受部を構成し、後連結バー６３が第２受部を構成する。
【００８１】
　ソレノイドアーム６０には、その左右両側部（アーム部６１の外側壁部）の後端部近傍
において、左右一対の軸突部６１ａ（図６参照）が形成されている。各軸突部６１ａはそ
れぞれ前記両側壁部５３の相対向する面に設けられた図示しない孔部に回動可能にはめ込
まれている。これにより、前記両軸突部６１ａを結んだ左右方向の線を軸として、ソレノ
イドアーム６０が両側壁部５３に対して回動するようになっている。なお、前記左右方向
の軸線が本実施の形態における第２軸線に相当する。
【００８２】
　両アーム部６１の前端部には、それぞれ上下一対の操作部（上操作部６５、下操作部６
６）が略前方へ向けて突出形成されている。なお、上記一対の操作部６５，６６が本実施
の形態における特定操作部を構成する。また、上操作部６５が第１操作部を構成し、下操
作部６６が第２操作部を構成する。上下操作部６５，６６は、それぞれその先端部が略対
向する側に向くように湾曲しており、両操作部６５，６６間には略Ｃ字状に切り欠かれた
隙間が形成されている。
【００８３】
　前連結バー６２及び後連結バー６３は、アーム部６１の長手方向と略直交するように設
けられており、それらの長手方向の両端部は下方に向けて屈曲し各アーム部６１の上面部
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に連接されている。
【００８４】
　通常時（ソレノイド５４が非励磁状態にある場合）、ソレノイドアーム６０は前傾状態
となっており、少なくとも下操作部６６の高さ位置が軸突部６１ａの位置より低位置とな
っている。前連結バー６２には、通常時に上方を向く略平面状の受け面６２ａが形成され
、通常時には、後連結バー６３の上端部が前連結バー６２の上端部より若干高くなる。ま
た、通常時、プランジャ５５の先端部５６はコイルばね５７の付勢力によって、台板４８
の背面側の受け部４８ａに当接するとともに、先端部５６の外周下端部が受け面６２ａに
ほぼ当接する。
【００８５】
　台板４８の前面側には、上部の開口した前カバー６９が通過孔５１を覆うように取着さ
れている。前カバー６９と台板４８との間には、通過孔５１の両側辺部に対応して左右一
対の開閉部材としての羽根７０が回動可能に支持されている。
【００８６】
　詳しくは、前カバー６９と台板４８の相対向する面にはそれぞれ両羽根７０に対応する
ように図示しない軸突部が設けられている。両羽根７０の下部には、それぞれその前後両
面において前記軸突部がはめ込まれる前後一対の軸受け凹部７０ａが設けられている（図
６参照）。従って、各羽根７０は、その両軸受け凹部７０ａを結ぶ前後方向の線を軸とし
て回動するようになっている。両羽根７０の先端部は前カバー６９から外方へ突出してい
る。なお、前記前後方向の軸線は本実施の形態における第３軸線に相当する。本実施の形
態において、下入賞部４９は、開閉部材としての各羽根７０を有する可変入賞部である。
【００８７】
　両羽根７０の背面側には、それぞれ軸受け凹部７０ａの近傍であって、かつ、始動入賞
ユニット１１の左右方向の中央部よりの部分において、略棒状の操作子７１が後方へ向け
て突出形成されている。各操作子７１は、通常時、少なくとも軸受け部７０ａの中心より
下方に位置する。各操作子７１は、通過孔５１を介して台板４８の背面側へ突出し、その
後端部が前記各アーム部６１の一対の操作部６５，６６間に配されている。
【００８８】
　また、両羽根７０の前面側の下端部近傍には係止突部７０ｂが設けられ、これに対応す
るように前カバー６９の背面側には係止突部７０ｂを係止可能な図示しないストッパが設
けられている。これにより、両羽根７０の回動変位量が規制され、後述するように両羽根
７０が遊技球Ｂの入賞容易となる所定の開放位置に維持可能となっている。
【００８９】
　次に、上入賞部５０を構成する部分及びその関連する部分について説明する。台板４８
の上端部には遊技球Ｂが前後方向へ通過可能な凹部７５が形成されている。台板４８の前
面側には、上部の開口した導入部７６が凹部７５の前面側を覆うように形成されている。
台板４８の背面側には、凹部７５の下辺部及び導入部７６の底部と面一となった底壁部７
７と、当該底壁部７７に連接し凹部７５の両側辺部から突出する一対の側壁部７８とが設
けられている。底壁部７７の後部は集合盤８０にまで達し、その後部において当該底壁部
７７に連接する傾斜部８２が設けられている。傾斜部８２は集合盤８０に形成された上排
出流路８３に連接されている。上排出流路８３は図示しない球排出部へとつながっている
。上排出流路８３の途中に上記上入賞部用スイッチ４５が取着されている。上入賞部用ス
イッチ４５は本実施の形態における第１検出手段を構成する。なお、凹部７５、導入部７
６、底壁部７７、側壁部７８、傾斜部８２や上排出流路８３等により、本実施の形態にお
ける第１案内流路が構成される。従って、上入賞部用スイッチ４５の取着位置は上記位置
に限らず、前記第１案内流路を構成する部分であればどこでもよい。例えば、凹部７５、
導入部７６の開口部等に取着された構成としてもよい。
【００９０】
　なお、通常時（両羽根７０が閉塞位置にある場合）には、各羽根７０の先端部が導入部
７６のほぼ直下方に隣接した位置にあり、下入賞部４９へ遊技球Ｂが入球不能となってい
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る。一方、上入賞部５０へは、常時、導入部７６の上側より入球可能となっている。
【００９１】
　各入賞部４９，５０から入賞した遊技球Ｂが上記各排出路８１，８３によって排出され
ず、再び遊技盤８面上に戻るように構成されている場合（例えば通過ゲート３４のような
構成の場合）には、一旦各入賞部４９，５０から入賞した遊技球Ｂが再び他の入賞手段例
えば普通入賞口等へ入賞してしまうおそれがあるため賞球の払出しに関する調整等を行う
ことがより複雑化してしまうおそれがあったが、上記構成とすることによりそのような不
具合が低減される。
【００９２】
　さて、次にパチンコ機１の裏側に装着された各種制御装置（制御基板）について図７を
参照しつつ説明する。図７は、各制御装置の電気的構成を示すブロック図である。パチン
コ機１の裏側には、遊技制御手段としての主制御装置（主基板）９０、上記ランプ９１を
制御するランプ制御基板９２、上記スピーカ９を制御する音声制御基板９３、上記発射装
置９４を制御する発射制御基板９５、特別図柄表示装置２０を制御する表示制御基板９６
、遊技球払出機構９７を駆動制御する払出制御基板９８等の各種制御基板が設けられてい
る。なお、主基板９０及び払出制御基板９８により、本実施の形態における付与制御手段
（払出制御手段）が構成される。
【００９３】
　主基板９０は、スルースイッチ４０等の各種スイッチの検出結果に基づいて、ソレノイ
ド１８，１９、ソレノイド５４、特別図柄表示装置２０、各保留ランプ２４ａ～２４ｄ、
普通図柄表示装置３１等を駆動制御するものである。主基板９０は、読み出し専用メモリ
（ＲＯＭ）、中央処理装置（ＣＰＵ）及びランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）等を備えて
いる。ＲＯＭには所定の制御プログラムや初期データが予め記憶されており、ＣＰＵはＲ
ＯＭの制御プログラム等に従って各種演算処理を実行する。ＣＰＵによる演算結果はＲＡ
Ｍに一時的に記憶される。
【００９４】
　また、主基板９０には各種カウンタが設定されている。具体的には、大当たり状態を決
定する内部乱数カウンタ、大当たり図柄を決定する大当たり図柄乱数カウンタ、後述する
確変モードを付与するか否かを決定する確変乱数カウンタ、及び、各図柄表示領域２１～
２３における停止図柄等を決定するための各図柄乱数カウンタ等の各種乱数カウンタが設
定されている。また、後述するような大当たり中のラウンド回数をカウントするラウンド
カウンタ、大入賞口１２への遊技球Ｂの入賞個数をカウントする入賞カウンタ、変動表示
等の保留回数をカウントする各種保留カウンタ等の各種計数カウンタが設定されている。
【００９５】
　上記各乱数カウンタは、それぞれ所定時間（例えば「２ｍｓ」）毎に値を所定範囲内で
更新される。各カウンタの各値は所定の条件に従って乱数として読み出され、各カウンタ
に対応した乱数バッファに格納されるようになっている。例えば、始動入賞ユニット１１
（下入賞部４９又は上入賞部５０）に入賞した遊技球Ｂが下入賞部用スイッチ４４又は上
入賞部用スイッチ４５によって検出されたとき、読み出された内部乱数カウンタの値が特
定値であれば、特定発生条件が成立し、大当たり状態の発生が決定される。また、各カウ
ンタにおいて、カウンタの値がそれぞれ特定の値になった場合には初期値に戻るようにな
っている。
【００９６】
　次に、上記のように構成されてなるパチンコ機１の基本的な作用について説明する。主
基板９０は、下入賞部用スイッチ４４又は上入賞部用スイッチ４５からの検出信号に基づ
き遊技球Ｂが下入賞部４９又は上入賞部５０へ入賞した旨を検出すると、その検出結果に
基づいて対応する保留ランプ２４ａ～２４ｄを点灯させる。例えば、それまで２つの保留
ランプ２４ａ及び２４ｂが点灯されていた場合には３つ目の保留ランプ２４ｃを点灯させ
る。但し、保留ランプ２４ａ～２４ｄが全て点灯している場合は除かれる。そして、主基
板９０は保留カウンタの値を「１」だけ加算する。
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【００９７】
　そして、主基板９０は各乱数バッファに格納された各カウンタの各値に基づいた各種コ
マンドを表示制御基板９６等の各種制御基板へ出力する。そして、コマンドを受け取った
表示制御基板９６等では、各コマンドに対応した制御が行われる。
【００９８】
　そして、表示部２０ａでは、各図柄表示領域２１～２３において識別図柄が変動表示さ
れ、その後識別図柄の変動が順次停止させられる。このとき、表示制御基板９６は、現在
リーチ状態が発生しているか否かを確認する。具体的には、左右両図柄表示領域２１，２
３において停止表示された識別図柄が所定の大当たりライン上において同種であるか否か
を確認する。そして、リーチ状態とならない場合には、中図柄表示領域２２において停止
図柄を確定停止表示するべく、識別図柄の変動を停止する。一方、リーチ状態となる場合
には、表示制御基板９６は各種リーチ動作処理を行う。
【００９９】
　その後、主基板９０は、自身が有するタイマに基づき、所定時間に応じたタイミングで
表示制御基板９６に対し確定コマンドを出力する。表示制御基板９６は、その確定コマン
ドを受け取ると、変動コマンドの時間情報に基づく変動を完了した時点で図柄情報に応じ
た図柄を確定表示させる。例えば、大当たり状態が発生する場合には、内部図柄カウンタ
によって決定された大当たり図柄の図柄情報を含んだコマンドが、リーチ演出の最終段階
で送信され、大当たり図柄が表示部２０ａに確定表示される。
【０１００】
　主基板９０は、表示制御基板９６に確定コマンドを送信した後、表示部２０ａに確定表
示された識別図柄の停止態様（組合せ）が大当たりのものであるか否かを確認する。そし
て、識別図柄の停止態様（組合せ）が大当たりのものでない場合には、主基板９０は、図
柄変動が保留されていること確認すると、上述した図柄変動処理を繰り返し行う。ここで
、図柄変動が保留されていないことが確認されると、主基板９０は、下入賞部用スイッチ
４４又は上入賞部用スイッチ４５から新たな検出信号が入力されるまで待機する。
【０１０１】
　また、識別図柄の停止態様（組合せ）が大当たりのものである場合には、主基板９０は
、ラウンドカウンタを「０」にクリヤするとともに、大当たり状態を報知する旨のコマン
ドを表示制御基板９６等に出力する。これにより、表示部２０ａでは大当たり報知表示が
行われる。
【０１０２】
　次に、主基板９０は、入賞カウンタを「０」にクリヤするとともに、入賞判定用の所定
フラグを「０」に設定する。ラウンドカウンタを「１」だけ加算する。続いて、主基板９
０は、大入賞口用ソレノイド１８を励磁させることで、シャッタ１７を倒して略水平状態
とし大入賞口１２を開放する。これにより、遊技球ＢがＶゾーン１５及び入賞通路１６へ
入賞するようになり、遊技者が多数個のパチンコ球を取得できるような大当たり状態とな
る。
【０１０３】
　この大当たり状態中に、主基板９０は、入賞カウンタの値が予め定められた所定値より
も小さいか否かを適宜判定する。この判定条件が満たされている場合には、主基板９０は
、未だ大入賞口１２の閉鎖予定時期が到来していないか否かを判定する。そして、閉鎖予
定時期が到来していない場合には、主基板９０は、継続してこの判定処理を繰り返す。従
って、大入賞口１２の開放開始後に所定値よりも多くの遊技球Ｂが入賞するか、閉鎖予定
時期が到来するかしない限りは、大入賞口１２が開放され続ける。所定値よりも多くの遊
技球Ｂが入賞するか、閉鎖予定時期が到来すれば、主基板９０は、大入賞口用ソレノイド
１８を消磁する。これにより、シャッタ１７が起こされて略垂直状態となり、大入賞口１
２が閉鎖される。
【０１０４】
　その後、主基板９０は、ラウンドカウンタの値が予め定められた所定値よりも小さいか
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否かを判定する。そして、ラウンドカウンタの値が所定値よりも小さい場合には、主基板
９０は、入賞があるか否かを判定する。ここで、入賞がある場合には、主基板９０は、こ
の処理を繰り返し行う。従って、一旦大当たり遊技状態が発生すると、遊技球ＢがＶゾー
ン１５に入賞することによる継続条件が、所定回数満たされるまでは、大入賞口１２が開
閉のサイクルを繰り返すこととなる。例えば、ここで入賞カウンタの所定値を「１０」、
大入賞口４の開放時間を「約２９．５秒」、ラウンドカウンタの所定値を「１６」に設定
したとする。このような場合には、大入賞口１２の開放後、（１）遊技球Ｂが大入賞口１
２へ１０個入賞すること、（２）約２９．５秒が経過すること、のいずれか一方の条件が
満たされた時点で大入賞口１２が閉鎖される。この大入賞口１２の開閉のサイクルが遊技
球ＢのＶゾーン１５への入賞を条件に最大で１６回繰り返されることとなる。
【０１０５】
　ラウンドカウンタの値が所定値以上となるか、入賞がない場合には、主基板５０は、大
当たり状態が終了したものとして、その旨を報知するコマンドを表示制御基板９６に出力
する。そして、表示部２０ａには大当たり状態が終了した旨の表示がなされる。
【０１０６】
　また、本実施の形態においては、遊技モードが特定付加条件の成立に基づいて切換えら
れるようになっている。この遊技モードとして、本実施の形態においては２つのモードが
用意されている。例えば３００分の１程度の低確率で大当たり遊技状態を発生させる通常
モードと、その約５倍である６０分の１程度の高確率で大当たり遊技状態を発生させる高
確率モード（以降、便宜上「確変モード」と称する）とがある。次回の遊技モードは、主
基板９０によって、大当たり状態の付与決定時に、上記確変乱数カウンタの値に基づき決
定されるように構成されている。ここで、確変モードは、本実施の形態における特定付加
状態に相当する。なお、パチンコ機１の電源投入時においては、通常モードに設定される
ようになっている。
【０１０７】
　一般的に、確変モードの概念としては、（１）７セグ表示部３３に所定値が表示される
確率を通常時に比べて高め、下入賞部４９の羽根７０を開放させる機会を増やすこと、（
２）７セグ表示部３３における所定値の表示一回につき羽根７０が１回又は複数回開放す
るように構成し、その開放回数を増やすこと、（３）７セグ表示部３３における数字の変
動時間を短くすること、（４）羽根７０の開放時間を長くすること（及び／又は入賞個数
を多くすること）、（５）特別図柄表示装置２０の表示部２０ａの識別図柄の変動時間を
短くすること、（６）大当たり確率が通常モードに比べて高くなること等が挙げられるが
、本実施の形態における確変モードにおいては、（６）に加えて、（１）～（５）の全て
の事項が実行される。
【０１０８】
　さて、ここで始動入賞ユニット１１の作用及び賞球（遊技球Ｂ）の払出処理について詳
しく説明する。主基板９０はスルースイッチ４０からの検出信号に基づき遊技球Ｂが通過
ゲート３４を通過した旨を検出すると、その検出結果に基づいて対応する保留ランプ３２
を点灯させる。そして、主基板９０は普通図柄表示装置３１用の保留カウンタの値を「１
」だけ加算する。その後、保留カウンタの値を「１」減算するとともに、７セグ表示部３
３において「０」から「９」までの数字を可変表示する。
【０１０９】
　続いて、主基板９０は所定の乱数バッファに格納されたカウンタ値に基づき、所定の数
字を７セグ表示部３３に停止表示する。その数字が所定値で停止した場合には、主基板９
０は、所定入球条件が成立したとみなし、ソレノイド５４を駆動制御する。
【０１１０】
　ソレノイド５４が励磁されると、プランジャ５５が後方向へスライド変位しソレノイド
５４内へ没入される。プランジャ５５が後方向へスライドする際には、先端部５６の下部
が後連結バー６３に掛かり、後連結バー６３に後方向への力が加わる。このため、プラン
ジャ５５のスライド変位に伴いソレノイドアーム６０が回動変位し、上下操作部６５，６
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６の位置が上がっていく。
【０１１１】
　これに伴い、各下操作部６６によって各操作子７１に上方向への力が加えられる。これ
により、両羽根７０は、各先端部が離間していくように回動変位する。つまり、始動入賞
ユニット１１の正面から見て、左側の羽根７０は反時計回りに、右側の羽根７０は時計回
りに回動する。この回動は、係止突部７０ｂが前記ストッパに係止されることにより、各
羽根７０の先端部が略水平方向に向いた位置で停止するようになっている（図６（ｂ）参
照）。この各羽根７０の位置が本実施の形態における開放位置に相当する。この状態、つ
まり下入賞部４９が開放状態となると、上入賞部５０からのみならず下入賞部４９からも
遊技球Ｂが入賞可能となる。
【０１１２】
　一方、ソレノイド５４の励磁が解除されると、コイルばね５７の付勢力によってプラン
ジャ５５は前方へスライドする。プランジャ５５が前方へスライドする際には、先端部５
６の下部が前連結バー６２に掛かり、前連結バー６２に前方への力が加わる。これにより
、ソレノイドアーム６０は回動し、各アーム部６１の先端部が通常時の位置へと戻される
。これに伴い、各上操作部６５によって各操作子７１に下方向への力が加えられ、各羽根
７０の先端部がそれぞれ内方向へ向かうように各羽根７０が回動する。各羽根７０の先端
部が略上方を向いた状態（閉塞状態）となり停止する（図６（ａ）参照）。この状態とな
ると、上述したように各羽根７０の先端部が導入部７６のほぼ直下方に位置し、下入賞部
４９へ遊技球Ｂが入球不能となる。この各羽根７０の位置が本実施の形態における閉塞位
置に相当する。この際、上述したように、プランジャ５５の先端部５６の下端部が受け面
６２ａに当接される。つまり、通常時では、プランジャ５５の駆動方向及び各羽根７０の
回動軸と、ソレノイドアーム６０の回動軸とが略直交した構成の下、プランジャ５５がソ
レノイドアーム６０を押さえ付けるとともに、各上操作部６５が各操作子７１をその回動
方向に対して押さえ付けた状態となっている。従って、プランジャ５５、ソレノイドアー
ム６０や操作子７１等により、本実施の形態における変位規制手段が構成される。
【０１１３】
　下入賞部４９へ遊技球Ｂが入賞すると、当該遊技球Ｂは通過孔５１を通過し、底壁部５
２に沿って後方に向けて転動するとともに、下排出流路８１へと導かれる。そして、下排
出流路８１によって上記球排出部へと導かれるとともに、下入賞部用スイッチ４４によっ
てその入賞が検出される。
【０１１４】
　一方、上入賞部５０へ入賞した遊技球Ｂは、導入部７６，凹部７５を経て、底壁部７７
に沿って後方に向けて転動するとともに、傾斜部８２より上排出流路８３へと導かれる。
そして、上排出流路８３によって上記球排出部へと導かれるとともに、上入賞部用スイッ
チ４５によってその入賞が検出される。
【０１１５】
　さて、上記各種スイッチにより遊技球Ｂの入賞が検出された場合、各種スイッチの検出
信号は主基板９０へ出力され、主基板９０から払出制御基板９８に対して賞球（遊技球Ｂ
）の払出しに関するコマンドが出力される。払出制御基板９８は、主基板９０からのコマ
ンドを入力すると、随時、遊技球払出機構９７を駆動制御し、各入賞部４９，５０に対応
する所定個数の賞球（遊技球Ｂ）の払出し処理を実行する。そして、遊技球払出機構９７
によって上皿５（場合によっては下皿６）に対し所定個数の賞球（遊技球Ｂ）が払出され
る。例えば、本実施の形態では、上入賞部５０（上入賞部用スイッチ４５）に対応する払
出個数は１個と設定され、下入賞部４９（下入賞部用スイッチ４４）に対応する個数は５
個と設定されている。
【０１１６】
　以上詳述したように、各羽根７０の位置が上記閉塞位置にある場合において、各羽根７
０に対してプランジャ５５からの応力以外の外力が加えられたとしても、各操作子７１を
介してソレノイドアーム６０へ伝達される応力がプランジャ５５によって受け止められ、
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各羽根７０が回動困難となる。これにより、パチンコ機１内へ針金等を侵入させ、各羽根
７０を強制的に開かせることによって、多くの遊技球Ｂを下入賞部４９へ入賞させようと
する不正行為等を極力防止できる。
【０１１７】
　また、羽根７０が所定の閉塞位置にある場合には、遊技球Ｂが下入賞部４９へ入賞困難
となるように構成されているため、釘等の規制部材（案内部材）により、遊技球Ｂが入賞
不能又は入賞困難となるように構成しなくともよく、部品点数の削減や構成の簡素化等を
図ることができる。さらに、羽根７０に針金等を引っかけにくくなるため、下入賞部４９
に対する針金等を使用した不正行為がより実行困難となる。
【０１１８】
　さらに、入賞部４９，５０にそれぞれ対応して入賞部用スイッチ４４，４５を別々に設
けている。このため、例えば上記所定入球条件が成立していない場合であって、下入賞部
用スイッチ４４によって遊技球Ｂが検出された場合には、不正行為があったものと判断す
ることができる。結果として、不正行為の早期発見につながる。
【０１１９】
　始動入賞ユニット１１は、下入賞部４９と上入賞部５０とを備え、遊技球Ｂが上入賞部
５０から入賞した場合の払出個数より、下入賞部４９から入賞した場合の払出個数が多く
なるように構成されている。このため、下入賞部４９へ遊技球Ｂを入賞しやすくしたり、
上入賞部５０へ遊技球Ｂを入賞し難くすることにより、総体的に賞球（遊技球Ｂ）の払出
個数を多くすることなく（始動入賞ユニット１１へ入賞する一遊技球Ｂあたりの払出個数
を上げることなく）遊技球Ｂの入賞個数を増やすことができる。又、下入賞部４９へ遊技
球Ｂを入賞し難くしたり、上入賞部５０へ遊技球Ｂを入賞しやすくすることにより、総体
的に遊技球Ｂの入賞個数を増やすことなく賞球（遊技球Ｂ）の払出個数を多くすることが
できる（始動入賞ユニット１１へ入賞する一遊技球Ｂあたりの払出個数を上げることがで
きる）。従って、遊技店側にとっては、例えば入賞部が１つだけ設けられた遊技機でその
払出個数が画一的である場合と比べて、払出個数が異なるように設定された入賞部が複数
あることで、入賞個数及び払出個数を調整する際の調整作業が比較的容易なものとなる。
結果として、賞球の払出しと各種遊技状態の導出とのバランスを考慮しやすくなる。
【０１２０】
　また、下入賞部４９と上入賞部５０とが台板４８上において上下に並設された状態で、
始動入賞ユニット１１として一体的になっている。これにより、部材点数の増加を防ぐと
ともに、始動入賞ユニット１１の遊技盤８への配設作業を比較的容易に行うことができる
。
【０１２１】
　加えて、払出個数のより少ない上入賞部５０が上位に、払出個数のより多い下入賞部が
下位に設けられ、上入賞部５０に遊技球Ｂが入賞せず、遊技球Ｂの入賞する機会の少なく
なった始動入賞ユニット１１の下位部分において、より多くの賞球（遊技球Ｂ）の払出し
を得る機会が残るように構成されているため、遊技者に対して当該遊技への興味をより長
く持ち続けさせることができる。
【０１２２】
　下入賞部４９と上入賞部５０とが別々に設けられているため、例えば１つの入賞部しか
設けられていない始動入賞ユニットを備え、所定の制御により賞球の払出個数を変化させ
るように構成された遊技機に比べて、賞球の払出個数を遊技者が認識しやすい。
【０１２３】
　下入賞部４９が可変入賞部となっており、確変モード中においては羽根７０が開放位置
となる割合が増えるように構成されている。このため、下入賞部４９から入賞する遊技球
Ｂの数が増えやすくなるため、賞球の払出個数が増えやすくなる。従って、遊技者が有す
る遊技球Ｂの減少が比較的少なくなり、遊技者は、遊技球の減少に関して比較的頻繁に気
遣いをせずともよく、遊技に集中することができる。さらに羽根７０が開放位置となる頻
度を増やすことにより、遊技者が獲得し得る賞球数を増やすことができ、遊技者にとって
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のさらなる興趣の向上を図ることができる。
【０１２４】
　一般的に、始動入賞手段（作動チャッカー等）への遊技球Ｂの入球が特別図柄表示装置
における変動表示を開始させる契機となるため、遊技盤面上における釘等の配置構成は上
記始動入賞手段へ遊技球Ｂが集まりやすくなるような構成となっている。そのため、仮に
上述したような不正行為が上記始動入賞手段に対して行われた場合には、他の入賞手段に
対して不正行為が行われた場合に比べて、遊技店側が受ける被害が大きくなるおそれがあ
る。従って、本実施の形態のように、上記始動入賞手段に相当する始動入賞ユニット１１
に上述したような不正防止手段を設けると、他の入賞手段に設けた場合に比べて不正防止
の効果がより発揮される。
【０１２５】
　尚、上述した実施の形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施してもよい。
【０１２６】
　（ａ）上記実施の形態においては、通常時（両羽根７０が閉塞位置にある場合）には、
各羽根７０の先端部が導入部７６のほぼ直下方に隣接した位置にあり、下入賞部４９へ遊
技球Ｂが入球不能となっている。これに限らず、下入賞部４９と上入賞部５０との間隔を
拡げて、通常時においても遊技球Ｂが下入賞部４９へ入賞可能となるような構成としても
よい。この場合、図８に示すように、台板１００における下入賞部１０１と上入賞部１０
２との間に挟まれた部分に、釘１０３を遊技盤８に配設するための貫通孔としての配設孔
１０５を設けてもよい。下入賞部１０１の上に釘１０３を設けることで、下入賞部１０１
の羽根が閉塞位置にある場合でも、釘１０３の調整により、遊技球Ｂの入球しやすくなる
。又は、図９に示すように、配設孔１０５が設けられた部分において、釘１０３を列状に
配設して、通常時において遊技球Ｂが下入賞部１０１へ入球不能となるような構成として
もよい。
【０１２７】
　（ｂ）上記実施の形態においては、下入賞部４９のみが可変入賞部として構成されてい
る。これに限らず、上下両入賞部が可変入賞部となった構成としてもよいし、上入賞部の
みが可変入賞部となった構成としてもよい。また、可変入賞部の構成も上記実施の形態に
限られるものではなく、例えば、図１０，１１に示すように、略板状の開閉部材１１０が
遊技盤８と略平行な軸線を軸心として回動し、略垂直方向に沿って配置されることにより
閉塞位置となり、前方に傾倒することにより開放位置となる可変入賞部１１１を採用し、
開閉部材１１０が閉塞位置に位置している場合には所定の変位規制手段により、開閉部材
の前記開放位置への変位が規制されるような構成としてもよい。加えて、開閉部材１１０
が閉塞位置にある場合において、遊技球Ｂを下位に位置する下入賞部１１２へ誘導可能な
一対の誘導部１１３を当該開閉部材１１０に設けた構成としてもよい。このようにすれば
、開閉部材１１０が開放位置となる場合と、閉塞位置となる場合とで違いがでて、興趣の
向上へとつながる。また、下入賞部４９の開閉部材を上記羽根７０に代えて、上記開閉部
材１１０と同様の略板状のものとしてもよい。
【０１２８】
　（ｃ）上記実施の形態に限らず、下入賞部４９と上入賞部５０とを別体とした構成とし
てもよい。また、下入賞部４９及び上入賞部５０の少なくとも一方を複数設けた構成とし
てもよい。
【０１２９】
　（ｄ）上記実施の形態においては、確変モードの発生中に下入賞部４９の羽根７０が開
放する機会が増えたり、羽根７０の開放時間が長くなるように構成されている。これに加
えて又は代えて、羽根７０が開放する回数が増えるようにしてもよいし、「所定個数の遊
技球Ｂが下入賞部４９に入賞することにより羽根７０が閉じるように構成されるとともに
、当該入賞個数が増えるようにしてもよし、羽根７０が開放する確率が高くなるようにし
てもよい。
【０１３０】



(23) JP 2009-112869 A5 2009.9.3

　（ｅ）上記実施の形態に限らず、図１２に示すように、下排出流路８１と上排出流路８
３とを合流させた集合案内流路１２０を設け、下入賞部用スイッチ４４及び上入賞部用ス
イッチ４５を備えるとともに、集合案内流路１２０において遊技球Ｂを検出する集合部検
出手段としての集合部スイッチ１２１を備え、主基板９０が上入賞部用スイッチ４５及び
集合部スイッチ１２１からの検出信号を入力した場合には、払出制御基板９８が上入賞部
５０に対応した払出個数の払出処理を行い、主基板９０が下入賞部用スイッチ４４及び集
合部スイッチ１２１からの検出信号を入力した場合には、払出制御基板９８が下入賞部４
９に対応した払出個数の払出処理を行うような構成としてもよい。また、前記同様の構成
で、主基板９０が上入賞部用スイッチ４５からの検出信号を入力した場合には、払出制御
基板９８が上入賞部５０に対応した払出個数の払出処理を行い、主基板９０が下入賞部用
スイッチ４４からの検出信号を入力した場合には、払出制御基板９８が下入賞部４９に対
応した払出個数の払出処理を行うとともに、主基板９０が集合部スイッチ１２１からの検
出信号を入力した場合には、上記各種遊技状態を導出するための処理を行うような構成と
してもよい。これに代えて、下排出流路８１又は上排出流路８３のいずれか一方のスイッ
チ、例えば図１３に示すように上入賞部用スイッチ４５を省略し、主基板９０が下入賞部
用スイッチ４４及び集合部スイッチ１２１からの検出信号を入力した場合には、払出制御
基板９８が下入賞部４９に対応した払出個数の払出処理を行い、主基板９０が集合部スイ
ッチ１２１からのみ検出信号を入力した場合には、払出制御基板９８が上入賞部５０に対
応した払出個数の払出処理を行うような構成としてもよい。
【０１３１】
　（ｆ）上記実施の形態では、いわゆる第１種のパチンコ機１が実施例として挙げられて
いるが、これに限らず、上記実施の形態とは異なるタイプのパチンコ機や他の遊技機等と
して実施することも可能である。例えば、遊技盤において、遊技球Ｂが入賞不能又は入賞
困難となる閉塞状態と、遊技球Ｂが入賞可能又は入賞容易となる開放状態とに切換可能な
特別可変入賞装置を備え、遊技球Ｂが特定入賞手段としての始動入賞ユニットへ入賞する
ことに基づいて、前記特別可変入賞装置が前記開放状態となるように構成されたいわゆる
第２種のパチンコ機として実施してもよい。第２種のパチンコ機では、遊技盤面上におけ
る釘等の配置構成は前記始動入賞ユニットへ遊技球Ｂが比較的集まりやすくなるような構
成となっている。従って、上記実施の形態において述べた効果と同様の効果を奏する。も
ちろん、いわゆる第３種のパチンコ機として実施してもよい。また、確変モードに代えて
、特定付加状態としての時短モード等が発生する第１種のパチンコ機として実施してもよ
い。また、確変モード等の特定付加状態の発生しないパチンコ機として実施してもよい。
また、賞球の払出しに、代えて又は加えて、仮想的な遊技価値としての、記憶された賞球
（遊技球Ｂ）の数を所定の表示手段において表示させるパチンコ機として実施してもよい
。
【符号の説明】
【０１３２】
　１…遊技機としてのパチンコ機、８…遊技盤、１１…特定入賞手段としての始動入賞ユ
ニット、２０…特別表示手段としての特別図柄表示装置、３１…普通図柄表示装置、４４
…第２検出手段としての下入賞部用スイッチ、４５…第１検出手段としての上入賞部用ス
イッチ、４８…基部としての台板、４９…第２入賞部としての下入賞部、５０…第１入賞
部としての上入賞部、５４…特定駆動手段としてのソレノイド、５５…駆動部材としての
プランジャ、５６…掛かり部としての先端部、５７…付勢手段としてのコイルばね、６０
…駆動伝達部材としてのソレノイドアーム、６１…アーム部、６１ａ…軸突部、６２…第
１受部としての前連結バー、６２ａ…受け面、６３…第２受部としての後連結バー、６５
…第１操作部としての上操作部、６６…第２操作部としての下操作部、７０…開閉部材と
しての羽根、７１…操作子、７６…導入部、８０…集合盤、８１…下排出流路、８３…上
排出流路、９０…遊技制御手段，付与制御手段を構成する主制御装置（主基板）、９７…
遊技球払出機構、９８…付与制御手段を構成する払出制御基板、Ｂ…遊技球。
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